
北
海
道
新
聞
九
九
年
八
月
三
十
日
朝
刊

「
私
の
発
言
欄
」
に
「
都
市
計
画
の
決
め

方
に
疑
問
」
と
い
う
「
意
見
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
札
幌
市
円
山
公
園
周
辺
の

あ
る
地
域
で
は
、
用
途
地
域
の
変
更
・
指

定
替
え
を
内
容
と
す
る
都
市
計
画
決
定
に

伴
い
、
そ
れ
ま
で
（
通
常
は
、
二
階
建
て

低
層
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
）
第
一
種
住
居
専

用
地
域
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
、地
上
十
五
階
、

高
さ
約
四
十
五
メ
ー
ト
ル
の
マ
ン
シ
ョ
ン

が
で
き
る
と
い
う
の
で
、
地
域
住
民
に
よ

る
反
対
運
動
が
起
き
ま
し
た
�
。「
意
見
」

は
、
右
の
都
市
計
画
変
更
決
定
の
あ
り
方

を
批
判
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
用
途
地
域
変
更
に
関
す

る
北
海
道
新
聞
の
報
道
を
み
ま
す
。
長

く
な
り
ま
す
が
、
わ
た
し
が
収
集
し
た

記
事
だ
け
で
も
見
出
し
を
添
え
て
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

①
九
三
年
七
月
二
十
一
日
朝
刊
（
市
街

化
区
域
の
新
用
途
指
定
、
七
年
度
中
に
・

札
幌
市
）、
②
九
四
年
六
月
二
十
四
日
朝

刊
（
新
用
途
地
域
指
定
・
十
一
月
に
素
案

公
表
・
市
議
会
で
市
側
が
説
明
）、
③
九
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四
年
十
月
二
十
八
日
朝
刊
（
土
地
高
度
利

用
促
す
・
新
用
途
地
域
、
市
が
素
案
）、

④
九
四
年
十
一
月
十
五
日
朝
刊
（「
新
用

途
地
域
素
案
」
・
各
区
説
明
会
始
ま
る
・

中
央
区
・
約
五
十
人
が
地
図
確
認
）、
⑤

九
四
年
十
二
月
二
十
日
朝
刊
（
市
の
市
街

化
区
域
・
新
用
途
地
域
素
案
・
大
半
、
緩

和
に
肯
定
的
・
住
民
の
意
見
書
出
そ
ろ

う
・
札
幌
）、
⑥
九
五
年
二
月
八
日
朝
刊

（
新
用
途
地
域
指
定
最
終
原
案
に
同
意
・

審
議
会
専
門
部
会
）、
で
す
。

新
用
途
地
域
の
素
案
を
報
道
し
て
い
る

③
九
四
年
十
月
二
十
八
日
の
記
事
は
、

「
住
宅
地
の
う
ち
、
市
街
地
の
三
五
％
を

占
め
る
従
来
の
第
一
種
住
居
専
用
地
域

は
、
大
部
分
が
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
に
移
行
」
と
し
、
先
の
「
意
見
」
が
か

か
わ
る
円
山
公
園
周
辺
地
域
へ
の
言
及
は

な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、「
バ
ス

路
線
な
ど
主
要
道
路
二
八
線
に
面
し
た
所

は
、
一
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
専
用

店
舗
を
建
て
ら
れ
る
第
二
種
低
層
住
居
専

用
地
域
に
な
る
。
東
区
の
地
下
鉄
栄
町
駅

周
辺
の
一
部
は
、
事
務
所
や
店
舗
な
ど
と

の
共
存
で
高
度
利
用
で
き
る
第
二
種
中

高
層
住
居
専
用
地
域
に
組
み
込
む
。」
と

い
っ
た
具
合
に
、
具
体
的
な
地
域
名
を

出
し
な
が
ら
、
素
案
の
内
容
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

春
、
新
し
い
用
途
地
域
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

十
一
月
十
四
日
か
ら
素
案
の
説
明
会
を
開

催
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
下
、
図
を
用
い

た
関
連
制
度
の
概
要
説
明
と
と
も
に
、
素

案
の
縦
覧
と
九
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
る
説
明

会
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
�
。

し
か
し
、「
意
見
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

ら
は
「
分
か
り
づ
ら
い
ば
か
り
か
、
具
体

的
に
ど
こ
の
地
域
か〔
、〕ど
う
い
う
規
制
に

変
わ
る
の
か
、
と
い
っ
た
詳
し
い
こ
と
は
一

つ
ぎ
に
、
当
然
な
が
ら
、
札

幌
市
も
こ
の
都
市
計
画
変
更
の

情
報
を
『
広
報
さ
っ
ぽ
ろ
』
に

掲
載
し
ま
し
た
。
ま
ず
、「
お

知
ら
せ
」
欄
で
平
成
八
〔
九
六
〕

年
春
に
変
更
決
定
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
を
告
げ
る
①
九
三
年

八
号
三
二
頁
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

②
九
五
年
三
号
二
八
頁
、
③
同

年
四
号
三
五
頁
、
④
同
年
八
号

三
九
頁
、
⑤
九
六
年
一
号
三
〇

頁
、
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
札

幌
市
議
会
総
務
委
員
会
で
の
審

議
内
容
を
伝
え
る
形
で
、
市
理

事
者
に
よ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
説
明

が
な
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
⑥

九
三
年
九
号
一
七
頁
に
は
じ
ま

り
、
⑦
九
四
年
八
号
二
一
頁
、

⑧
同
年
一
〇
号
一
六
頁
、
⑨
同

年
一
二
号
二
〇
頁
に
関
連
情
報

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
一

般
的
に
は
、
⑩
九
四
年
一
一
号

一
二
頁
が
二
頁
分
の
ス
ペ
ー
ス

を
用
い
て「
平
成
八
〔
九
六
〕
年

切
記
載
さ
れ
て
」お
ら
ず
、
し
た

が
っ
て
、「
意
見
」は
、「
こ
の
よ
う

に
都
市
計
画
の
決
定
は
、
住
民

の
全
く
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
」、

「
行
政
の
内
部
で
一
方
的
に
行

わ
れ
」
て
い
る
、
と
批
判
し
て

い
ま
す
。
む
ろ
ん
、
調
査
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
わ
た
し

は
、
こ
の「
意
見
」に
示
さ
れ
た

認
識
が
一
般
住
民
の
意
見
だ
ろ

う
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
行
政

に
よ
る
都
市
計
画
の
作
業
が
住

民
に
は「
見
え
な
い
」の
で
す
。

�
北
海
道
新
聞
に
よ
る
関
連
報
道
と

し
て
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
七
日
朝

刊
、
同
年
九
月
一
六
日
朝
刊
、
同

年
八
月
二
九
日
朝
刊
、
同
年
八
月

二
十
八
日
朝
刊
、
同
年
八
月
十
二

日
夕
刊
、
同
年
八
月
四
日
朝
刊
、

同
年
八
月
二
日
朝
刊
（
詳
細
な
解

説
記
事
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

�
な
お
、
用
途
地
域
変
更
に
関
す
る

都
市
計
画
決
定
の
告
示
は
、『
広
報

さ
っ
ぽ
ろ
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
他
、
関
連

情
報
の
見
落
と
し
の
節
は
ご
容
赦

下
さ
い
。
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す
。
ま
た
、
右
の
「
意
見
」
が
か
か
わ
る

円
山
公
園
周
辺
地
域
で
な
さ
れ
た
第
一
種

住
居
専
用
地
域
か
ら
第
一
種
中
高
層
住
居

専
用
地
域
へ
の
用
途
地
域
変
更
は
、「
地

下
鉄
や
幹
線
道
路
周
辺
地
の
」

「
土
地
の
高
度
利
用
の
促
進
」

を
根
拠
に
な
さ
れ
た
も
の
で

�
、
こ
れ
に
よ
り
小
規
模
店
舗

の
設
置
が
可
能
に
な
る
な
ど
、

日
常
生
活
上
の
利
便
性
が
向
上

す
る
一
方
、
建
築
物
の
高
さ
制

限
が
無
く
な
る
こ
と
を
含
め
、

建
ぺ
い
率
・
容
積
率
、
外
壁
後
退

距
離
、
各
種
の
斜
線
制
限
、
日

影
規
制
、
最
低
敷
地
面
積
な
ど

と
い
っ
た
良
好
な
居
住
環
境
の

維
持
・
確
保
に
か
か
わ
る
点
に

つ
い
て
は
、
明
ら
か
な
格
下
げ
・

悪
化
を
意
味
し
ま
す
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、さ
て
、

札
幌
市
に
よ
る
情
報
提
供
の
あ

り
方
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
新
聞

報
道
を
含
め
、
繰
り
返
し
行
わ

れ
た
情
報
提
供
を
見
過
ご
し
た

と
し
て
、
地
域
住
民
自
身
の
責

任
こ
そ
問
わ
れ
る
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

確
か
な
こ
と
は
、
今
回
な
さ

ょ
う
か
。
わ
た
し
は
、
住
民
に

「
見
せ
る
」
街
づ
く
り
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
情
報
提
供
の
仕
方
が

再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

ま
ず
、『
広
報
さ
っ
ぽ
ろ
』

の
記
載
内
容
・
方
法
が
適
切
・

妥
当
だ
っ
た
か
、
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。『
広
報
さ
っ
ぽ
ろ
』

⑩
九
四
年
一
一
号
一
二
頁
と
北

海
道
新
聞
③
九
四
年
十
月
二
十

八
日
朝
刊
を
比
べ
る
と
、
新
聞

記
事
の
方
が
、
よ
り
制
約
さ
れ

た
紙
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
読

者
住
民
に
必
要
な
情
報
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
ま
た
、
第
一
種
中
高
層
住

居
専
用
地
域
に
な
る
こ
と
で
周

辺
地
域
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
、
あ
る
い
は
、「
土
地
の

高
度
利
用
の
促
進
」の
意
味
を

具
体
的
に
理
解
で
き
る
住
民
が

ど
れ
ほ
ど
い
る
で
し
ょ
う
か
。

計
画
変
更
に
よ
っ
て
身
辺
に
生

じ
る
変
化
を
具
体
的
に
易
し
く

と
こ
ろ
で
、
右
の
「
意
見
」
が
批
判
の

対
象
と
す
る
都
市
計
画
決
定
は
、
九
二
年

の
都
市
計
画
法
改
正
を
き
っ
か
け
と
し
て

な
さ
れ
た
も
の
で
す
。

九
二
年
法
改
正
は
、
通
称
、
市
町
村
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
制
度
を
新
設

し
た
ほ
か
、
そ
れ
ま
で
八
種
類
だ
っ
た
用

途
地
域
を
一
二
種
類
に
増
や
す
こ
と
な
ど

を
主
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
新
し
い
用
途
地
域
制
度
の
導
入
は
三

年
以
内
、
つ
ま
り
、
九
六
年
六
月
ま
で
に

な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
札
幌
市
は
、
現
況
調
査

（
九
三
年
度
）、
素
案
作
成
と
住
民
説
明
会

開
催
（
九
四
年
度
）、
決
定
（
九
五
年
度
）、

と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
作

業
を
進
め
、
そ
し
て
、
九
六
年
四
月
か
ら

新
し
い
用
途
地
域
制
度
の
適
用
を
開
始
し

た
の
で
す
�
。

こ
の
よ
う
に
、
九
二
年
法
改
正
に
伴
う

新
し
い
用
途
地
域
指
定
は
、
約
三
年
と
い

う
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
実
施
さ
れ
た

大
事
業
で
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
札
幌
市

が
住
民
に
提
供
し
た
情
報
は
、
そ
の
量
や

質
、
方
法
の
点
で
十
分
か
つ
適
切
だ
っ
た

の
か
、
を
「
意
見
」
は
問
う
て
い
る
の
で

二
　
住
民
に「
見
せ
る
」街
づ
く
り

れ
た
情
報
提
供
の
あ
り
方
で
は
不
十
分
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
少
な
く
と
も
、

数
十
名
を
超
え
る
住
民
が
反
対
運
動
に
立

ち
上
が
っ
た
円
山
公
園
周
辺
の
地
域
に
つ

い
て
は
�
、
新
し
い
用
途
地
域
へ
の
移
行

は
十
分
な
住
民
合
意
の
上
で
な
さ
れ
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し



以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
街
づ
く

り
の
「
進
め
方
」、
手
続
論
で
し
た
。

最
後
に
、
簡
単
で
す
が
、「
だ
れ
が
」
と

い
う
「
主
体
」の
問
題
と
、「
ど
ん
な
」
と
い

う
街
「
像
」
に
触
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
街
づ
く
り
の
「
主
体
」
か
ら

始
め
ま
す
。
さ
て
、
街
づ
く
り
の
「
主
人

公
」
は
「
住
民
」
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

ま
で
述
べ
て
き
た
札
幌
市
に
お
け
る
用

途
地
域
の
変
更
は
、
札
幌
の
住
民
が
中

心
に
な
っ
て
実
施
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

答
え
は
「
ノ
ー
」
で
す
。
札
幌
市
、

札
幌
市
長
期
総
合
計
画
審
議
会
・
都
市

計
画
専
門
部
会
、
北
海
道
な
ど
の
行
政

組
織
が
、「
現
況
調
査
」「
素
案
作
成
」

「
説
明
会
」「
案
の
縦
覧
」「
決
定
・
告
示
」

を
実
行
し
た
の
で
す
。「
実
際
は
そ
う
だ

が
、
理
念
と
し
て
は
、
行
政
は
住
民
の

負
託
を
受
け
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
だ

か
ら
、
住
民
が
主
人
公
だ
。」
と
い
う
模

範
解
答
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。そ
れ
な
ら
、

市
内
九
ヶ
所
、
各
一
回
の
「
説
明
会
開
催
」

は
、
人
口
一
八
〇
万
都
市
の
住
民
を
「
主

人
公
」
と
し
て
扱
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ

う
か
。
こ
こ
で
は
、「
実
際
」
と
「
理
念
」

を
可
能
な
限
り
近
づ
け
る
努
力
が
、「
街

づ
く
り
」
担
当
部
局
だ
け
で
な
く
、
都
市

計
画
審
議
会
委
員
の
皆
さ
ん
に
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
�
。
性
質
は
多
少
異
な
る
も

の
の
、
街
づ
く
り
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
「
チ
ャ
ッ
ト
（
電
子
会
議

室
）」
・
「
掲
示
板
（
Ｂ
Ｓ
Ｓ
）」
の
ほ
か
、

エ
コ
マ
ネ
ー
な
ど
の
「
地
域
通
貨
」
の

実
験
や
「
街
づ
く
り
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
登
場
、

既
存
の
商
店
街
振
興
組
合
な
ど
の
活
動

も
、
こ
う
し
た
努
力
の
一
つ
に
数
え
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
�
。

こ
こ
で
、
自
治
体
職
員
の
皆
さ
ん
に

は
、「
行
政
に
よ
く
通
じ
た
住
民
」
と
し

て
、
行
政
と
一
般
住
民
と
の
間
を
橋
渡

し
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
住
民

参
加
・
行
政
参
加
の
現
場
で
は
、
し
ば

し
ば
行
政
と
一
般
住
民
、
両
者
の
「
仲

介
役
」
が
重
要
に
な
る
か
ら
で
す
。

つ
ぎ
に
、
あ
る
べ
き
街
「
像
」
は
ど

4

ッ
ク
ス（
Ｃ
Ｇ
）を
用
い
て
提
示
す
る
こ
と
、

ま
た
、
勤
務
体
制
に
つ
い
て「
九
時
五
時
」の

発
想
を
捨
て
、
夜
間
や
土
曜
日
曜
を
利
用

し
、
よ
り
狭
い
地
区
を
対
象
と
し
た
複
数

回
に
わ
た
る
「
説
明
会
の
開
催
」
な
ど
、

住
民
に
分
か
り
易
く
、
ま
た
、
住
民
が
情

報
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
方
法
を
採
用
す

る
よ
う
、
行
政
に
義
務
づ
け
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
�
。

な
お
、「
合
理
的
な
行
政
費
用
」
の
範
囲

内
で
、
と
い
う
条
件
が
付
く
の
は
当
然
で
、

な
に
が
「
合
理
的
」
か
を
議
論
す
れ
ば
よ

い
の
で
す
	
。

�
参
照
、
北
海
道
新
聞
九
三
年
七
月
二
一
日
朝
刊
。

�
北
海
道
新
聞
二
〇
〇
〇
年
八
月
二
十
八
日
朝
刊
、

『
広
報
さ
っ
ぽ
ろ
』
⑩
九
四
年
一
一
号
一
二
頁
参
照
。

�
反
対
運
動
に
参
加
し
て
い
る
住
民
の
数
に
つ
い
て

は
、
参
照
、
北
海
道
新
聞
二
〇
〇
〇
年
八
月
二
日

朝
刊
〈
用
語
解
説
〉。

�
検
証
方
法
は
、
試
行
錯
誤
が
必
要
で
す
が
、
た
と
え

ば
、
特
定
指
標
の
経
年
変
化
や
、
他
市
町
村
に
お
け

る
同
一
指
標
と
の
比
較
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

�
そ
も
そ
も
、
広
報
誌
作
成
を
含
め
、
説
明
会
の
実

施
も
、
そ
の
す
べ
て
を
市
の
職
員
が
担
当
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
理
屈
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
部
委
託

や
民
間
専
門
家
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み
入
れ
る
工
夫

を
す
べ
き
で
す
。

�
参
照
、
建
設
省
都
市
局
都
市
計
画
課
等
監
修
『
平

成
十
二
年
改
正
都
市
計
画
法
・
建
築
基
準
法
の
解

説
Ｑ
＆
Ａ
』（
大
成
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
一
五

八
ー
一
七
一
頁
。

	
こ
こ
で
、
実
際
に
ど
れ
だ
け
の
数
の
住
民
が
足
を

運
ぶ
か
は
問
題
に
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。



従
来
の
都
市
計
画
は
、
行
政
が
提
案
し
、
住
民
が

個
々
に
不
服
を
申
し
立
て
る
方
式
で
作
成
さ
れ
、

よ
り
安
上
が
り
で
し
た
。
今
後
は
、
多
数
の
住
民

が
関
与
す
る
中
で
成
案
を
得
る
方
式
に
変
わ
る
べ

き
で
す
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
現
在
、

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ま

ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索
す
る
と
、
数
多
く
の
Ｈ

Ｐ
に
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。

三
　
街
づ
く
り
の
「
主
体
」
と

あ
る
べ
き
街
「
像
」

理
解
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
『
広
報
さ
っ

ぽ
ろ
』
は
読
ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
新
聞
や
商
業
雑
誌
と
異
な
り
、
読

者
住
民
に
ど
れ
ほ
ど
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
の
か
分
か
り
に
く
い
の
で
す
か
ら
、

意
識
的
な
検
証
が
必
要
で
す


。
さ
ら

に
、
札
幌
市
全
体
で
九
ヶ
所
、
そ
れ
ぞ

れ
一
回
の
説
明
会
で
十
分
で
し
ょ
う
か
。

疑
問
で
す
。
も
し
、
市
職
員
の
中
に
「
わ

た
し
た
ち
も
忙
し
い
ん
だ
」
と
い
う
意

識
が
あ
る
な
ら
、
こ
れ
を
変
え
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
�
。
す
べ
て
の

基
本
は
「
住
民
本
位
」
だ
か
ら
で
す
。

以
下
は
今
後
の
課
題
で
す
が
、
二
〇
〇

〇
年
に
施
行
さ
れ
た
新
し
い
都
市
計
画
法

三
条
三
項
・
一
六
条
三
項
・
一
七
条
・
一

七
条
の
二
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
都
市
計
画
に

関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
情
報
の
提
供
」、

「
地
区
計
画
等
に
対
す
る
住
民
参
加
手
続

の
充
実
」、「
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
の
際

の
理
由
書
の
添
付
」、「
都
市
計
画
決
定
手

続
の
条
例
に
よ
る
付
加
」
を
規
定
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
制
度
改
正
を
通
じ
て
、

都
市
計
画
に
関
す
る
住
民
の
合
意
形
成
を

促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
�
。
最

後
の
「
条
例
」
の
内
容
と
し
て
、「
素
案
」

を
、
た
と
え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
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ん
な
も
の
か
、
で
す
。
難
問
で
す
。
ま

ず
、
議
論
の
前
提
で
あ
る
都
市
の
基
本

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
、
商
業
・
住
宅
・

農
業
な
ど
、
土
地
が
ど
の
よ
う
に
機
能

し
て
い
る
か
、
に
着
目
し
て
、
①
機
能

純
化
（
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
依
存
）
型
と

②
機
能
混
合
（
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
型

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、

ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
と
比
べ
、
都
市
計

画
に
よ
る
規
制
が
き
わ
め
て
緩
や
か
で

あ
る
た
め
に
、
市
場
重
視
の
「
機
能
純

化
型
」
を
と
る
よ
う
に
も
見
え
、
ま
た
、

あ
る
程
度
の
土
地
利
用
規
制
も
あ
る
こ

と
か
ら
「
機
能
混
合
型
」
を
と
る
よ
う

に
も
見
え
る
、
つ
ま
り
、「
き
わ
め
て
あ

い
ま
い
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
都
市
「
像
」
と
し
て
、「
快
適
で

活
力
あ
る
都
市
」
を
目
指
す
あ
る
論
者
は
、

以
下
の
四
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
①
都
市
空
間
は
土
地
・
建

物
・
人
・
企
業
・
都
市
施
設
な
ど
の
複

合
体
で
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
こ
と
、
②
生
産
と
生
活
が
共
存

で
き
る
こ
と
、
③
産
業
活
動
が
多
様
で
、

住
民
の
属
性
も
多
様
で
あ
る
こ
と
、
④

地
域
に
よ
っ
て
望
ま
し
い
都
市
づ
く
り

の
目
標
は
異
な
る
こ
と
、
で
す


。
わ

た
し
は
、
こ
れ
に
「
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ

る
こ
と
」
と
「
東
ア
ジ
ア
で
あ
る
こ
と
」

を
付
け
加
え
よ
う
と
思
い
ま
す
�
。

一
九
九
二
年
改
正
都
市
計
画
法
が
新

設
し
、
六
〇
〇
以
上
の
市
町
村
で
導
入

実
績
が
あ
る
と
い
う
「
市
町
村
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
づ
く
り
の
中
で
、
お
そ
ら

く
今
後
と
も
引
き
続
き
、
行
政
・
住
民

が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
す
中
で
、「
あ
る
べ
き
街
像
」

と
い
う
難
問
へ
の
解
答
が
、
よ
り
具
体

的
に
、
ま
た
個
別
的
に
与
え
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
�
。「
街
づ
く
り
」、「
都
市
づ
く

り
」
を
め
ぐ
り
、
市
町
村
の
至
る
所
で
始

ま
っ
て
い
る
多
様
な「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

が
こ
の
解
答
探
し
に
貢
献
す
る
で
し
ょ

う
。
創
意
工
夫
に
溢
れ
た
行
政
広
報
・
住

民
説
明
会
、
そ
し
て
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
、
全
体
と
し
て
、

あ
る
べ
き
街
づ
く
り
・
都
市
づ
く
り
の

「
像
」
が
獲
得
さ
れ
る
の
だ
と
信
じ
ま
す
。

小
稿
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
問
題
と
し
て
、
都
市
計
画
に
お
け
る

「
縦
割
り
行
政
」
の
弊
害
や
あ
る
べ
き
都

市
計
画
「
制
度
（
法
）」
な
ど
あ
り
ま
す

が
、「
あ
る
べ
き
街
像
」
に
つ
い
て
の
議

論
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

�
北
海
道
新
聞
九
五
年
二
月
八
日
朝
刊
は
、
市
当
局

原
案
へ
の
修
正
を
め
ぐ
り
、
審
議
会
専
門
委
員
会

で
異
例
の
反
対
意
見
が
つ
い
た
旨
を
報
じ
て
い
ま

す
。
従
来
、
各
種
審
議
会
に
対
し
て
は
、「
御
用
機

関
」
と
の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
議

論
の
場
に
脱
皮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�
商
店
街
振
興
組
合
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
北
海
道

新
聞
二
〇
〇
一
年
十
月
二
十
日
朝
刊
（
Ｄ
Ｐ
Ｉ
札

幌
大
会
と
地
元
振
興
組
合
）、
二
〇
〇
一
年
四
月

七
日
北
海
道
新
聞
Ｈ
Ｐ
（
月
寒
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ゾ
ー
ン
事
業
と
地
元
振
興
組
合
）。
ま
た
、

小
中
学
校
で
は
教
員
指
導
者
が
不
足
し
、
地
域
住

民
か
ら
指
導
者
が
登
場
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
コ

ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域

づ
く
り
・
街
づ
く
り
の
実
験
場
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
、
元
札
幌
市
助
役
（
財
政
局
長
）
を
社

長
に
い
た
だ
く
経
営
母
体
の
、
少
な
く
と
も
こ
れ

ま
で
の
経
営
能
力
に
つ
い
て
は
、
岡
田
武
史
前
監

督
か
ら
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
新

聞
二
〇
〇
二
年
一
月
四
日
朝
刊
〈
新
春
対
談
〉。



あ
る
べ
き
街
「
像
」
の
部
分
を
含
め
、
以
上
の
説

明
は
、
林
宣
嗣
『
都
市
問
題
の
経
済
学
』（
日
本

経
済
新
聞
社
、
一
九
九
三
）
九
三
頁
以
下
、
九
八

頁
、
九
九
頁
以
下
、
一
一
七
頁
以
下
に
依
り
ま
す
。

�
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
、

http://w
w
w
.com

pact-city.net/index.htm
l

の

ほ
か
、
札
幌
市
『
環
境
文
化
都
市
さ
っ
ぽ
ろ
を
め

ざ
し
て
・
札
幌
市
環
境
基
本
計
画
』（
一
九
九
八

年
）
二
七
頁
、
四
六
頁
参
照
。
ま
た
、
日
本
は
、

文
化
は
も
ち
ろ
ん
、
韓
国
・
台
湾
に
続
い
て
中
国

が
台
頭
し
て
き
た
い
ま
や
、
経
済
面
で
も
「
東
ア

ジ
ア
」
に
あ
る
国
で
す
。
そ
し
て
、
北
海
道
は

「
雪
国
」
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

�
二
〇
〇
〇
年
二
月
八
日
都
市
計
画
中
央
審
議
会
第

二
次
答
申
が
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
市
町
村
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
は
住
民
参
加
の
格
好
の
機
会
で

あ
り
、
あ
る
べ
き
「
像
」
を
具
体
化
す
る
た
め
に

は
、
時
間
を
か
け
る
べ
き
で
、
安
易
に
作
成
し
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
作
成

の
際
、「
ソ
フ
ト
」
面
が
重
要
で
、
公
共
施
設
の

設
置
な
ど
、「
ハ
ー
ド
」
面
が
前
面
に
出
て
く
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
の
点

に
つ
き
、
参
照
、
大
阪
谷
吉
行
「
市
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
・
北
米
で
は
背
景
に
民
主
主
義
の
思

想
」
北
海
道
新
聞
九
六
年
二
月
八
日
夕
刊
、
山
崎

一
彦
「
構
造
改
革
に
異
議
あ
り
〈
中
〉
・
経
済
効

率
優
先
は
誤
り
・
よ
り
知
恵
が
必
要
」（
前
国
交

省
大
臣
官
房
審
議
官
（
北
海
道
局
担
当
））
同
二

〇
〇
一
年
一
一
月
二
八
日
朝
刊
（「
北
海
道
局
は

い
わ
ば
土
木
・
建
設
関
係
の
専
門
職
の
集
ま
り
。」

「
知
恵
が
あ
れ
ば
与
え
て
欲
し
い
。」）。

家づくり・街づくり・
都市づくり
住民参加と情報開示の観点から②
「街づくり」「都市づくり」


	家づくり
	旅する北海道
	21世紀に語りつぎたい
	ビール紀行
	48社の栄誉をたたえる
	札幌の灯
	映画祭ポスター
	検定案内
	2月の天候

